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第1065話です。

「茶席のごちそうは掛け軸です」と、石州清水流の茶
席の時に教えていただきました。石州清水流は仙台の
伊達藩の茶道を司った流派です。床の間に掲げられた
掛け軸は、家元に伝わる伊達藩最後の殿様である伊達
慶邦（よしくに）の書です。「萬寿無疆（ばんじゅむきょ
う）」即ち「限りなく長命で平和でありますように」という言
葉でした。14代家元清水道玄様が、直々にお持ちにな
られたのです。7月16日に徳本寺で行われた「大條家ゆ
かりの茶室の勉強会」の時のことです。

大條家は伊達家と縁戚にあり、伊達藩の要職を担い
つつ、ここ坂元を治めていました。徳本寺の開基家でも
あります。天保3年（1832）大條道直は、伊達藩の後継
者問題で功績を挙げたため、伊達斉邦（なりくに）から、
茶室を下賜されました。この茶室は伊達政宗が豊臣秀
吉からいただいたという言い伝えがあるほどのものです。
ただ専門家の建築としての見立てでは、そこまで古くは
ないようですが、伊達藩の茶の湯文化を伝える茶室とし
ては、現存する唯一のものということです。

当初は仙台城から、大條家の仙台の屋敷に移築され
ました。その後、昭和7年に坂元の地に移されました。現
在は町指定文化財となっていますが、管理が万全でな
かった上、東日本大震災の揺れで、大きな被害を受け
ました。しかし、町全体が甚大な被害があったため、こ
れまで文化財の修復にまでは至りませんでした。そのよ
うな中で、茶室の文化財的価値を知る専門家や有識者
の間からは、早急な修復の必要性が訴えられていまし
た。

そこで、茶室の保存と活用を願って「ゆかりの茶室に
ひかりを当てるっちゃＧＯ 山元『いいっ茶』組」が組織さ
れました。その企画を受けてＮＰＯ法人ポラリスの主催
で、茶室の価値を再認識して、伊達藩の茶の湯の文化
にも直接触れる機会を持ったわけです。専門家の報告
によれば、茶室は様々な増改築の経緯があり、正確な
築年代の特定にはさらなる検証が必要とのこと。ただ、
桃山時代の部材の存在の可能性も秘めており、随所に
意匠を凝らした書院風茶室として数少ないすぐれた遺
構であるとのお墨付きもいただきました。

茶席では武士の茶道と言われる石州清水流の、一挙
手一投足流れるようなお点前のお茶をいただき、伊達
家そして大條家の歴代の殿様に思いを馳せました。幕
府崩壊の動乱の中、伊達家最後の殿様として、「萬寿
無疆」と揮毫して、石州清水流に伝えた思いはどこに
あったのでしょうか。現代で刀を持つ武士はいませんが、
茶の湯の文化は、綿々と受け継がれてきています。作
法はその通りですが、茶の湯の文化の象徴として、大
條家ゆかりの茶室を残していかなければならないと強く
感じました。戦乱も大震災も見つめて、その生き証人の
ようにして辛うじて存在している茶室です。「萬寿」の思
いを込めて、百年先二百年先に伝えるために、保存に
力を尽くせるのは、今の私たちをおいて誰もいないっ茶、
ということではないでしょうか。
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